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県
史
資
料
室
に
は
、
県
史
編
さ
ん
時
に
交
換
文
献
と

し
て
全
国
か
ら
頂
い
た
自
治
体
史
が
あ
り
ま
す
。
以
下

は
、
県
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
、
『
各
都
道
府
県
史
』

を
利
用
し
て
如
何
な
る
調
査
・
研
究
が
で
き
る
か
を
示

す
一
試
論
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
活
用
し
た
史
料
は
、

特
に
断
ら
な
い
限
り
全
て
県
史
資
料
室
に
よ
る
も
の

で
す
。 

 

一 

上
杉
謙
信
の
書
状 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
、
河
北
町
永
昌
寺
副
住
職
布
川

浩
久
師
か
ら
、
図
並
び
に
史
料
①
の
書
状
写
真
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
書
状
は
、
色
々
な
巻
物
と
一
緒
に
大
き
な
木
箱

に
納
め
ら
れ
、
河
北
町
の
長
谷
寺
経
蔵
の
棚
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
軸
装
さ
れ
た
一
巻
で
、
上
部
に
謙
信
書

状
（
縦
三
三
・
一
㎝
、
横
二
七
・
一
㎝
の
竪
切
紙
ヵ
）、

そ
の
下
に
書
状
を
支
え
る
よ
う
に
二
本
の
俳
句
・
漢
詩

の
短
冊
が
左
右
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
巻
物
は
紙 
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図 河北町長谷寺所蔵「北條丹後守宛て上杉謙信書状」 

 



  

               

製
で
、
上
の
軸
受
け
部
分
は
虫
食
い
が
進
ん
で
い
ま
し

た
。
書
状
は
軸
装
と
は
い
え
何
と
な
く
薄
い
感
じ
で
、

武
将
の
書
状
の
あ
の
和
紙
の
厚
み
や
墨
の
濃
淡
、
墨
の

に
じ
み
、
書
状
の
折
り
と
い
う
点
で
、
或
は
後
代
の
写

で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

書
状
の
体
裁
や
花
押
は
謙
信
の
も
の
に
相
応
し
く
、
良

質
の
写
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。 

 

二 

北
條
丹
後
守
宛
て
謙
信
書
状
を
探
す 

こ
の
書
状
を
考
え
る
た
め
に
、
先
ず
、
『
大
日
本
古

文
書
・
家
わ
け
第
十
二
、
上
杉
氏
文
書
』
の
中
に
収
め 

ら
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か 

を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
見 

い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か 

っ
た
た
め
、
更
に
範
囲
を
広 

げ
て
こ
の
謙
信
書
状
の
存 

在
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し 

た
。
「
上
杉
謙
信
」
・
「
北
條 

丹
後
守
」・「
北
関
東
」
な
ど 

の
手
掛
り
か
ら
、
差
し
当
た 

り
『
新
潟
県
史
』
『
群
馬
県 

史
』
『
新
編
埼
玉
県
史
』
の 

中
世
史
料
編
か
ら
調
べ
る 

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

調
査
の
経
過
は
省
略
す 

る
こ
と
に
し
て
、
結
論
を
言 

え
ば
、
「
北
條
丹
後
守
宛
て
上
杉
謙
信
書
状
」
は
『
群

馬
県
史
』
資
料
編
７
中
世
３
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
史
料
②
の
如
き
も
の
で
し
た
。
こ
の
原
文
書
は
、

「
京
都
府
・
妙
満
寺
文
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
京
都
府

の
顕
本
法
華
宗
総
本
山
が
所
蔵
す
る
も
の
で
し
た
。 

更
に
、
北
條
丹
後
守
宛
て
謙
信
書
状
が
な
い
か
ど
う

か
探
し
た
と
こ
ろ
、
『
新
潟
県
史
』
に
も
、
史
料
③
の

如
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
な
お
、

妙
満
寺
の
住
所
は
現
在
、
「
京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝

町
九
一
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

『
群
馬
県
史
』
と
『
新
潟
県
史
』
を
比
べ
て
み
る
と
、

両
者
は
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
に

『
新
潟
県
史
』
の
方
が
文
書
の
取
扱
い
が
丁
寧
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
即
ち
、
妙
満
寺
文
書
で
は
あ

り
ま
す
が
、
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
本
紙
は
三
三
・
六×

二
七
・
二
の
大
き
さ

で
、
紙
質
は
鳥
ノ
子
、
文
書
の
形
が
竪
切
紙
、
軸
装
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
解
読
で
違
っ
て
い
る
の
は
、
二
行
目
の
「
被

申
越
候
」
を
『
群
馬
県
史
』
で
は
「
被
申
付
候
」
と
し

て
お
り
、
誤
読
と
思
わ
れ
ま
す
。
六
行
目
の
弥
五
郎
を

『
群
馬
県
史
』
で
は
（
北
條
景
広
）、『
新
潟
県
史
』
で

は
（
上
条
政
繁
）
と
し
て
お
り
、
弥
五
郎
は
誰
か
、
な

お
検
討
を
要
し
ま
す
。
『
新
潟
県
史
』
は
昭
和
五
十
九

年
三
月
、
『
群
馬
県
史
』
は
同
六
十
一
年
三
月
に
そ
れ

ぞ
れ
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
の
確
定
や
傍
注
な
ど

か
ら
、
両
『
県
史
』
間
に
は
研
究
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
し
ょ
う
。 

な
お
、
河
北
町
長
谷
寺
の
「
写
」
は
「
縦
三
三
・
一

㎝
、
横
二
七
・
一
㎝
の
竪
切
紙
ヵ
」
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
『
新
潟
県
史
』
に
は
本
紙
三
三
・
六×

二
七
・
二

と
あ
り
、
長
谷
寺
の
写
は
原
文
書
の
ほ
ぼ
正
確
な
複
写

で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
で
一
層
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
に
至
っ
て
、
上
杉
謙
信
書
状
が
な
ぜ
妙
満
寺
に

あ
る
の
か
、
妙
満
寺
で
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
し
た

経
過
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
電
話
に

よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
妙
満
寺
の
話
で 

 

内
々
其
地
ニ
被
在
付
候
哉
無
心
元
処
、
脚
力
大
慶
候
、
仍
従
房
州
東
方 

 

返
事
之
模
様
懇
頃
ニ
被
申
越
候
、
見
分
候
、
然
者
南
甲
先
以
不
相
替
由
、 

 

可
然
候
、
横
瀬
如
何
様
ニ
存
与
云
共
、
是
者
為
差
儀
有
間
敷
候
、
扨
亦
越
甲 

一
和
之
儀
、
織
田
信
長
・
朝
倉
義
景
ニ
付
而
、
信
玄
色
々
候
、
乍
去
不
本
候
間
、

重
而
模
様
聞
届
、
如
何
様
ニ
急
度
以
使
諸
事
可
尋
意
見
候
、 

 

雖
無
申
迄
候
、
弥
五
良
ニ
無
油
断
意
見
尤
候
、
若
輩
ニ
而
不
診
儀
候
者
、 

 

涯
分
可
加
意
候
、
万
吉
重
而
謹
言 

尚
々
申
候
、
越
信
如
何
ニ
も
無
事
ニ
候
、 

就
中
飛
州
・
越
前
・
濃
州
、
近
日 

入
魂
候
間
、
可
心
安
候
、
以
上 

四
月
十
六
日 

 
謙
信
（
花
押
） 

北
條
丹
後
守
殿 

②  

史料① 河北町長谷寺所蔵書状の翻刻 



  

                          

                          

                          

（
収
載
文
書
番
号
） 

二
七
〇
四 

上
杉
謙
信
書
状 

〇
京
都
府 

妙
満
寺
文
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
里
見
）（
佐
竹
） 

 

内
々
其
地
ニ
被
在
付
候
哉
、
無
心
元
処
、
脚
力
大
慶
候
、
仍
従
房
州
・
東
方 

 

返
事
之
模
様
、
懇
比
ニ
被
申
付
候
、
見
分
候
、
然
者
南
甲
先
以
不
相
替
由 

 
 
 
 
 

（
由
良
成
繁
） 

可
然
候
、
横
瀬
如
何
様
ニ
存
与
云
共
、
是
者
為
差
儀
有
間
敷
候
、
扨
亦
越
甲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
武
田
） 

一
和
之
儀
、
織
田
信
長
・
朝
倉
義
景
ニ
付
而
、
信
玄
色
々
候
、
乍
去
不
本
候
間
、 

 

重
而
模
様
聞
届
、
如
何
様
ニ
急
度
以
使
諸
事
可
尋
意
見
候
、 

 
 
 
 

 

（
北
條
景
広
） 

雖
無
申
迄
候
、
弥
五
郎
ニ
無
油
断
意
見
尤
候
、
若
輩
ニ
而
不
澄
儀
候
者
、 

 
 
 
 
 

 

（
見
脱
カ
） 

涯
分
可
加
意
候
、
万
吉
重
而
謹
言 

尚
々
申
候
、
越
信
如
何
ニ
も
無
事
ニ
候
、
就
中
飛
州
・
越
前
・
濃
州
、
追
日
入
魂

候
間
、
可
心
安
候
、
以
上
、 

（
元
亀
三
年
） 

四
月
十
六
日 

 
 
 
 
 

謙
信
（
花
押
） 

 
 
 
 
 

（
高
広
） 

北
條
丹
後
守
殿 

（
傍
線
の
部
分
は
長
谷
寺
本
と
違
う
箇
所
） 

妙
満
寺
文
書 

 

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
二
条
榎
木
町
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
） 

四
二
四
七 

上
杉
謙
信
輝
虎
書
状 

（
里
見
）（
佐
竹
） 

内
々
其
地
ニ
被
在
付
候
哉
、
無
心
元
処
、
脚
力
大
慶
候
、
仍
従
房
州
・
東
方 

返
事
之
模
様
、
懇
比
ニ
被
申
越
候
、
見
分
候
、
然
者
南
・
甲
先
以
不
相
替
由 

 
 
 
 

（
由
良
成
繁
） 

可
然
候
、
横
瀬
如
何
様
ニ
存
与
云
共
、
是
者
為
差
儀
有
間
敷
候
、
扨
亦
越
・
甲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
武
田
） 

一
和
之
儀
、
織
田
信
長
・
朝
倉
義
景
ニ
付
而
、
信
玄
色
々
候
、
乍
去
不
本
候
間
、 

重
而
模
様
聞
届
、
如
何
様
ニ
急
度
以
使
諸
事
可
尋
意
見
候
、 

 
 
 
 

 

（
上
条
政
繁
） 

雖
無
申
迄
候
、
弥
五
郎
ニ
無
油
断
意
見
尤
候
、
若
輩
ニ
而
不
澄
儀
候
者
、 

（
見
脱
ヵ
） 

涯
分
可
加
意
候
、
万
吉
重
而
謹
言
、 

 

尚
々
申
候
、
越
・
信
如
何
ニ
も
無
事
ニ
候
、
就
中
飛
州
・
越
前
・
濃
州
、
追

日
入
魂
候
間
、
可
心
安
候
、
以
上
、 

 
 

（
元
亀
三
年
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
上
杉
輝
虎
） 

四
月
十
六
日 

 
 
 
 
 

謙
信
（
花
押
） 

（
高
広
） 

北
條
丹
後
守
殿 

（
本
紙
）
三
三
・
六×

二
七
・
二
、
鳥
ノ
子
、
竪
切
紙
、
軸
装 

③  

史料② 『群馬県史』資料編７中世３収録史料 

史料③ 『新潟県史』資料編 5 中世三収録史料 



  

は
、
「
昔
の
こ
と
で
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
京
都
国
立
博
物
館
が
寄
託
さ
れ
た
謙
信
書
状

を
調
べ
て
下
さ
っ
た
結
果
、
書
状
は
軸
装
さ
れ
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
意
味
の
「
裏
書
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

江
戸 

小
林
市
左
衛
門
源
美
辰
、
が 

妙
満
寺
九
十
二
世 
前
輪
職
権
僧
都
日
受
（
に
ち
じ

ゅ
、
安
永
五
年
、
一
七
七
六
、
八
二
歳
で
没
）
、 

の
時
代
に
寄
贈 

こ
れ
で
江
戸
の
小
林
市
左
衛
門
源
美
辰
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
上
杉
謙
信
書
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

京
都
の
妙
満
寺
で
は
寺
宝
の
一
つ
と
し
て
複
写
を
作

り
、
関
係
者
に
配
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
一
点
が
、
河
北
町
の
長
谷
寺
に
も
伝
わ
っ

て
き
た
、
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
書
状
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
妙
満
寺
で
は
他
の
宝
物
と
共
に
京
都
国
立
博

物
館
に
寄
託
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

三 

こ
の
謙
信
書
状
の
意
訳 

 

謙
信
書
状
の
写
と
原
本
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
こ
の
書
状
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
。 

 

『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
・
中
世
古
文
書
２
の
中

に
、（
元
亀
二
年
）
十
一
月
十
日
北
條
丹
後
守
（
高
広
）

宛
上
杉
謙
信
書
状
（
三
上
康
平
氏
所
蔵
文
書
）
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
同
『
県

史
』
に
よ
れ
ば
、
「
上
杉
謙
信
が
北
條
へ
書
を
送
り
、

甲
（
武
田
）・
相
（
北
條
）
の
関
係
を
述
べ
、
房
州
（
里

見
）・
佐
竹
（
義
重
）・
太
田
（
道
誉
）
と
の
手
切
を
後

悔
せ
し
旨
を
伝
う
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

本
書
状
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
引
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
そ
の
大
意
は
、 

内
々
に
厩
橋
城
に
落
ち
着
い
た
の
か
ど
う
か
、
心

も
と
な
く
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
使
者
を
遣
し
知
ら

せ
て
く
れ
た
の
で
慶
ん
で
い
る
。
安
房
の
里
見
義
弘
、

常
陸
の
佐
竹
義
重
か
ら
の
返
事
の
様
子
を
念
入
り

に
確
か
め
る
よ
う
申
付
け
、
見
分
す
る
よ
う
に
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
南
甲
州
は
と
も
あ
れ
相
変
わ
ら

ず
と
の
こ
と
、
当
然
で
あ
ろ
う
。 

横
瀬
の
由
良
成
繁
が
如
何
様
に
思
っ
て
い
よ
う

と
も
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
る
ま
い
。 

そ
う
し
て
ま
た
、
越
後
と
甲
州
が
一
つ
に
ま
と
ま

り
円
満
な
こ
と
に
つ
い
て
、
並
び
に
織
田
信
長
・
朝

倉
義
景
に
つ
い
て
は
、
武
田
信
玄
か
ら
色
々
な
こ
と

が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
意
で
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
た
め
重
ね
て
様
子
を
聞
届
け
、
如
何
様
に
も

急
度
使
い
を
以
て
諸
事
を
尋
ね
る
べ
く
意
見
を
し

た
。 申

す
ま
で
も
な
い
と
雖
も
、
弥
五
郎
（
北
條
景
広

か
、
上
条
政
繁
か
）
に
油
断
無
き
よ
う
意
見
す
る
こ

と
は
尤
も
で
あ
る
。
弥
五
郎
は
若
輩
に
て
道
理
を
は

っ
き
り
で
き
な
い
た
め
、
精
一
杯
意
見
を
加
え
る
べ

き
で
あ
る
。
万
吉
重
ね
て
謹
言
。 

な
お
な
お
申
せ
ば
、
越
後
・
信
濃
は
ま
こ
と
に
無

事
、
と
り
わ
け
飛
騨
・
越
前
・
濃
尾
は
、
日
を
追
っ

て
親
密
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
心
で
あ
る
。
以
上
。 

こ
う
し
た
内
容
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
大
変
な
内
容
で
す
。
上
杉
謙
信
・
北

條
高
広
・
里
見
義
弘
・
佐
竹
義
重
・
由
良
成
繁
・
織
田

信
長
・
朝
倉
義
景
・
武
田
信
玄
・
北
條
景
広
か
上
条
政

繁
の
戦
国
大
名
や
有
力
な
部
将
が
登
場
し
、
そ
の
居
城

を
中
心
に
、
越
後
・
安
房
・
常
陸
・
甲
州
・
上
野
・
上

総
・
信
濃
・
飛
騨
・
越
前
・
濃
尾
の
各
国
を
戦
場
、
ま

た
は
視
野
に
入
れ
た
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

一
族
の
ま
と
ま
り
と
領
国
経
営
の
整
備
を
は
か
り

な
が
ら
、
謙
信
は
全
国
統
一
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
動
向
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
こ
の
上
杉
謙
信
書
状
は
、

続
群
書
類
従
完
成
会
版
『
歴
代
古
案
』
第
一
～
第
五
並

び
に
別
巻
第
一
～
第
三
、
米
沢
温
故
会
編
『
上
杉
家
御

年
譜
』
謙
信
公
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
写
本
の
発
見
と
云
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

（
注
）
以
上
は
、
『
西
村
山
地
域
史
の
研
究
』
第
三
十

六
号
に
掲
載
し
た
小
論
を
、
再
検
討
し
た
も
の
で

す
。 

④ 



  

                          

                          

                          

 ⑤ 

北海道 ＜新北海道史＞　第１巻～第９巻

青森県
＜青森県史＞【通史編１～３】原始・古代・中世／近世／近現代・民俗【資料編】古代１～２／考古１～４／中世１～４　／近世学芸関係／近世１～６／近現代１～８【自然編】
地学／生物【民俗編/資料】南部／下北／津軽【文化財編】美術工芸／建築【別編】三内丸山遺跡

岩手県 ＜岩手県史＞第１巻（上古篇・上代篇）／第２～３巻（中世編（上・下））／第６・７・９巻（近代篇１～３）／第１０巻（近世篇５）／第１１巻（民俗編）／第１２巻（年表）

秋田県
＜秋田県史＞第１～６巻（古代中世編／近世編（上・下）／維新編／明治編／昭和編／考古編）／【民俗工芸編】【文芸教学編】【資料】古代中世編／近世編（上・下）／明
治編（上・下）／大正昭和編

宮城県
＜宮城縣史＞１古代史・中世史　２近世史　３近代史　４議会史・言論報道　６厚生　７警察　８土木　９産業Ⅰ　１０産業Ⅱ　１１教育　１２学問・宗教　１３美術・建築　１４文
芸・芸能　１５博物　１８医薬・体育　１９民俗Ⅰ　２１民俗Ⅲ　２２災害　２６風土記（資料篇４）　２８風土記（資料篇６）　２９人物史　３０史料集Ⅰ（資料篇７）３１史料集Ⅱ（資料篇
８）　３２史料集Ⅲ（資料篇９）　３３史料集Ⅳ（資料篇１０）　３４史料集Ⅴ（資料篇１１＋主要遺跡分布図）　３５（総目次・総索引）

福島県
＜福島県史＞【通史編１～５】第１巻～第５巻（原始・古代・中世／近世１・２／近代１・２）　【資料編１～９】第６巻～第１４巻（考古資料／古代中世資料／近世資料１～３／近代
資料１～４）【各論編１～１１】第１５巻～第２５巻（政治１～３／産業経済1～２／文化１～２／人物／民俗１～２／自然・建築）／第２６巻（総目録・写真重版目録・年表・索引）【図
説　福島県史】

茨城県 ＜茨城県史＞原始古代編・中世編・近世編・近現代編・市町村篇Ⅰ～Ⅲ

栃木県
＜栃木県史＞【通史編１～８】原始・古代１・２／中世／近世２／近現代１～３【史料編】考古１～２／古代／中世１～５／近世１～８／近現代１～９　■付録／県内所在遺跡略
図　ほか

群馬県
＜群馬県史＞【通史編１～１０】原始古代１・２／中世／近世１～３（政治／産業・交通／生活・文化／政治・経済／産業・経済／教育文化／年表・索引【資料編１～２７】原始
古代１　旧石器・縄文／原始古代２　弥生・土師／古墳／文献／中世１～４（古文書・記録／編年史料１・２／金石文）／近世１～８（西毛地域１・２／北毛地域１・２／中毛地域
１・２／東毛地域２）／近現代１～８／民俗１～３／２５・２６・２７索引（民俗１～３）　■付録／上野国中世要図　ほか

埼玉県

＜新編埼玉県史＞　【通史編１～７巻】　原始・古代／中世／近世１・２／近代１・２／現代【資料編１～２６巻】原始　旧石器・縄文／原始・古代　弥生・古墳／古代１・２（奈良・
平安・古文書・記録）／中世１～５（古文書１・２／中世古文書１・２　史料別目録／記録１・２／金石文・奥書／金石文・奥書　所在地別目録）近世１～８（地誌／騒擾／文化／
治水／村落・都市／交通／産業／領主）／中世・近世　宗教／中世・近世　宗教　古文書編年目録／近代・現代１～８（政治・行政１・２／産業経済１・２／社会・労働１・２／教
育・文化１・２）【別編１～５】民俗１～２／自然／年表・系図／統計／【新編　埼玉県史　図録】　■付録／埼玉県遺跡分布図　ほか

千葉県

＜千葉県の歴史＞【通史編】　原始・古代１・２／中世／近世１・２／近現代１～３（県史７）【資料編】考古１～４（弥生・古墳時代・遺跡・遺構・遺物）／古代＋別冊　出土文字
資料集成／中世１～５（県外文書１・２・記録典籍）近世１～６（房総全域・県史１９／下総１・２）近現代１～９（政治・行政１／政治・行政３／産業・経済３・県史３０／社会・教育・
文化２）　【別編】　民俗１・２（各論）／地誌１～３（総論・地域誌・地図集)【別編】別編　年表玉県史　図録■付録／下總國輿地全図　ほか
＜千葉県史＞　明治編・大正昭和編

東京都 ＜東京市史稿＞　【産業篇】第６～第４６【市街篇】第４４～４６・第４８～７３

神奈川県
＜神奈川県史＞　【通史編１～７】　原始・古代・中世／近世１・２／近代・現代１～４【各論編１～５】政治・行政／産業・経済／文化／自然／民俗【資料編１～２１】古代・中世
１・２・３（上・下）／近世１～７（５上・下）／近代・現代１～９／考古資料／統計【別編１～３】人物／資料所在目録／年表　■付録／相模國封戸租交易帳　ほか

新潟県

＜新潟県史＞【通史編１～９】　原始・古代／中世／近世１～3／近代１～３／現代【別編１～３】年表・索引／資料所在目録／人物編【資料編１～２４】原始・古代一　考古編
／原始・古代二　文献編／中世１～３（文書編Ⅰ～Ⅲ）／近世１～７（上越編・中越編・下越編・佐渡編・流通編・文化編・幕末編）近代１～７（明治維新編Ⅰ・Ⅱ／政治編Ⅰ・Ⅱ
／産業経済編Ⅰ～Ⅱ／　社会文化編）現代１～２（政治経済編／社会文化編）民俗・文化財１～３（民俗編Ⅰ・Ⅱ／文化財編）／概説　新潟県のあゆみ　■付録／銀山勝場稼
方諸図　ほか

富山県
＜富山県史＞【通史編１～７】　原始・古代／中世／近世（上・下）／近（上・下）／現代【考古編】【民俗編】【史料編１～８】古代／中世／近世　上（加賀藩上）／近世　中（加
賀藩　下）／近世　下　（富山藩）／近代（上・下）／現代／【近代・統計図表・年表】　■付録

石川県
＜石川縣史＞　【現代篇１～６】【年表】平成篇１・２／昭和篇３～５　【資料／近世篇１～１８】芝居番付一～四／諸士系譜(一）～（六）／白山史図解譜・森田文庫絵図選（一・
二）・北国海道絵図・能登の風景図／【資料／近代篇１～２５】

福井県
＜福井県史＞　【通史編１～６】原始・古代／中世／近世１・２／近現代１・２【資料編１～１７】古代／中世／中・近世１～７／近現代１～４／考古（本文編・図版編）／建築・絵
画・彫刻等／民俗／統計／㊤絵図・地図　（複製図）・解題・解説㊦下条里復原図・解説編【年表／索引  県史編さん記録】【図説  福井県史】／【大正昭和福井県史　上巻・
下巻】

山梨県
＜山梨県史＞　【通史編１～６】　原始・古代／中世／近世１・２／近現代１・２／【民俗編】【文化財編】【資料編１～１９】原始・古代１～３／中世１～４／近世１～６／近現代１～
６　■別冊写真集／郡内織物関係資料集

岐阜県
＜岐阜県史＞　【通史編】中世／近代（上・中）／続・現代／【史料編】古代・中世１／古代・中世　補遺／近世１～６／現代１・２／近代１～６【考古資料】■付録・付図／岐阜
県管内地図　全　ほか

静岡県
＜静岡県史＞　【通史編２・４・６】　中世２／近世２／近現代２【資料編１～６】考古１～３／古代／中世１・２【資料編９・１０】近世１・２【資料編１３～２０】近世５～７／近現代１～５
／【資料編２３・２４・２５・２９】民俗１～３／近現代８　■付録／正保郷帳（遠江）、元禄・天保郷帳（遠江・駿河・伊豆）　ほか

愛知県
＜愛知県史＞　【別編】中世・近世　瀬戸系／建造物・史跡　文化財１／三河　民俗３／尾張　民俗２／【資料編１～３】考古１～３（旧石器・縄文／弥生／古墳）【資料編６～１
０】古代１・２／中世１～３【資料編１１・１２・１６・１８・１９】織豊１・２／近世２　尾西・尾北　／近世４　西三河／近世５　東三河【資料編２５～３０・３２～３４】近代２～７（政治・行政２
～４／工業１・２）近代９～１１（社会・社会運動２／教育）　　■付録・付図／戦争遺跡位置図・産業遺産位置図　ほか

県史資料室所蔵の都道府県史

 

三重県
＜三重県史＞【通史編】近現代１～２（上・下）／原始・古代／近世１【別編】絵図・地図／自然／建築／統計／民俗／美術工芸（図版編・解説編）【資料編】考古１・２／古代
（上・下）／中世１（上・下）・２・３（上・中・下）／近世１・２・３（上・下）４（上・下）５／近代１～４（政治・行政ⅠⅡ／産業・経済／社会・文化）／現代１～３（政治・行政／産業・経
済／社会・文化）／古代・中世(上・下)(別冊)　■付録・付図／主要銅鐸・前方後円墳測量図　ほか

滋賀県 ＜滋賀県史＞　【昭和編】第１巻～第６巻（概説編／行政編／農林編／商工編／社会厚生編／教育文化編）
大阪府 ＜大阪府史＞第１・２巻（古代編Ⅰ・Ⅱ）／第４巻（中世編Ⅱ）／第５巻～第７巻（近世編Ⅰ～Ⅲ）／【別巻】第１巻（補遺・年表・索引）　■付図
兵庫県 ＜兵庫県史＞【通史編】第１巻～第５巻【史料編】古代１～３／中世１～９／近世１～４／幕末維新１・２【考古資料編】【別巻】　■付図／１～５巻分

和歌山県 ＜和歌山県史＞　考古資料／原始 ･ 古代／古代史料１・２／中世／中世史料１・２／近世／近世史料１～５／近現代１・２／人物／近現代史料１～８

鳥取県
＜鳥取県史＞　第１巻～第１３巻（原始古代／中世／近世（政治・社会経済・文化産業）／近世資料）　【近代１～５】総説篇／政治篇／経済篇／社会篇・文化篇／資料篇
【編纂余禄】
＜（新）鳥取県史＞　【資料編】　近代（鳥取県史料１）【手記編】　孫や子に伝えたい戦争体験（上・下）／戦後復興と昭和のくらし

島根県 ＜新修島根県史＞　【通史篇１～３】考古・古代・中世・近世／近代／現代【史料篇１～６】古代・中世／近世（上・下）／近代（上・中・下）【年表篇】

岡山県
＜岡山県史＞第１巻～第１６巻（自然風土／原始・古代１／古代２／中世１・２／近世１～４／近代１～３／現代１・２／民俗１・２）　第１８巻～第３０巻（考古資料／編年史料／
家わけ史料／家わけ史料　解説・文書目録／備前家わけ史料／備中家わけ史料／岡山藩文書／津山藩文書／諸藩文書／近世編纂物／政治・社会／産業・経済／教育・
文化・宗教）／【年表／別冊　総目次】

広島県
＜広島県史＞　【通史１・２】原始・古代／中世【通史４～７】近世２／近代１・２／現代／【考古編／地誌編／民俗編】【古代中世資料篇１～５】【近世資料編１～６】【近代現代
資料編Ⅰ～３】【原爆資料編】【総説／年表　別編１／索引　別編２】

山口県
＜山口県史＞【通史編】原始・古代／中世／近代　【史料編】古代／中世１～４／近世１（上・下）～７／幕末維新１～７／近代１～５／現代１～５【資料編】　考古１／民俗１・２
【民俗編】　■付録／長門国正吉郷入江塩浜絵図　ほか

徳島県 ＜徳島県史＞　第１・３・４巻

香川県
＜香川県史＞　【通史編】第１巻～第７巻（原始・古代／中世／近世１・２／近代１・２／現代）【資料編】第８～１５巻（古代・中世史料／近世史料Ⅰ／近世史料Ⅱ／近代・現代
史料Ⅰ・Ⅱ／考古／民俗／芸文／【別編－索引・総目次／別編Ⅱ－年表　】

愛媛県
＜愛媛県史＞　【通史】近代（上・下）／年表／索引／【部門史】県政／文学／教育／学問・宗教／芸術・文化財／社会経済１～６（農林水産・商工・社会）／民俗（上・下）／
地誌Ⅰ（総論）／地誌Ⅱ（東予西部・東予東部・中予・南予）／人物【資料編】考古／古代・中世／近世（上・下）／幕末維新／近代１～４／現代／文学／学問・宗教／社会経
済（上・下）　■付録／愛媛県考古学地図　ほか

高知県 ＜高知県史＞考古編・考古資料編／古代・中世編・古代・中世史料編／近世編・近世史料編／近代編・近代史料編／民俗編・民俗資料編

福岡県

＜福岡県史＞　第１巻（上・下）【通史編】福岡藩１・２／福岡藩　文化（上・下）／近代－産業経済（１・２）／社会運動（１）【近世研究編】福岡藩１～４／【近代研究編】各論１・２
【近世史料編】福岡藩初期（上・下）／年代記１／福岡藩浦方１／福岡藩御用帳１・２／久留米藩初期（上・下）／福岡藩町方１・２／細川小倉藩１～３／柳川藩初期（上・下）／
御當家末書（上・下）【文化史料編】筑前高取焼／盲僧・座頭【近代史料編】労働乃九州１．２／筑豊石炭鉱業組合１・２／綿糸紡績業／福岡農法／士族授産／林遠里・勧農
社／労働乃九州１・２／八幡製鉄所１・２／福岡県地理全誌１～６／三池鉱山年報／三潴県行政／自由民権運動／農民運動１～３／筑豊興業鉄道１・２／福岡勧業雑誌／嘉
穂銀行１・２／東洋タイムス１～４／農務誌・漁業誌【民俗資料編】　ムラの生活（上・下）

佐賀県 ＜佐賀県史＞中巻・下巻
熊本県 ＜熊本縣史＞　【近代編】第１～第４【現代編】【史料】近世篇第１～第３／中世第５／【総説編】【別巻第１・年表／別巻第２・資料】

長崎県 ＜長崎県史＞古代・中世編／近代編／対外交渉編／藩政編

大分県 ＜大分県史＞　先史篇１・２／古代篇１・２／中世篇１～３／近世篇１～４／近代篇１～４／現代篇１・２／美術篇／方言篇／民俗篇／地誌篇

宮崎県
＜宮崎県史＞【通史編】原始・古代１／古代２／中世／近世（上・下）／近・現代１・２【史料編】古代／中世１・２／近世１～６／近・現代１～５【資料編】考古１・２／民俗１・２【別
編】神話伝承資料／維新期の日向諸藩／民俗／年表

鹿児島県 ＜鹿児島県史＞第５巻／第６巻（上・下）

沖縄県

＜沖縄縣史＞【１通史】【各論編】２　経済／４　文化１／５　文化２／６　移民／９　沖縄戦記録２／１０　民俗／１１　民俗２【資料編】１　上杉県令関係日誌／４　雑纂１【別巻】沖
縄近代史辞典
＜沖縄県史＞【資料編】１～２５（民事ハンドブック（沖縄戦１／原文編・和訳編））ほか　【各論編】１自然環境／２考古／３古琉球／４近世／５近代／６沖縄戦／８女性史）
【図説編】県土のすがた ／前近代　【ビジュアル版】１～９（戦後①②／近世①②／沖縄戦①／近代①～⑤／考古①②／古琉球①）  



  

         

県
史
資
料
室
に
併
設
の
山
形
県
公
文

書
セ
ン
タ
ー
の
資
料
棚
に
は
、
ひ
と
き

わ
目
に
付
く
黒
い
簿
冊
群
が
あ
り
ま
す
。

山
形
県
が
行
っ
た
「
昭
和
五
十
六
年
度 

地
す
べ
り
調
査
報
告
書
」
の
簿
冊
で
す
。

報
告
書
は
全
部
で
二
一
箇
所
二
二
冊
あ

り
ま
す
。（
資
料
①
）
簿
冊
名
に
は
、
大

蔵
村
や
小
国
町
、
鮭
川
村
等
県
内
各
地

の
地
名
が
入
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

「
昭
和
五
十
六
年
度
」
の
日
付
で
、
装

丁
も
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
地
す
べ

り
」
と
は
、『
山
形
県
大
百
科
辞
典
』
に

よ
れ
ば
、「
山
腹
斜
面
の
土
塊
が
短
時
間

に
大
規
模
に
移
動
す
る
現
象
を
い
う
。

こ
れ
に
対
し
山
崩
れ
は
急
斜
面
の
土
塊

が
比
較
的
小
規
模
に
崩
落
す
る
も
の
で
、

地
す
べ
り
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
地

す
べ
り
の
発
生
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
そ
の
外
的
要
因
と
し
て
は
、
降

雨
・
融
雪･

地
震
な
ど
が
あ
る
の
に
対
し
、

内
的
要
因
に
は
地
質
（
岩
質
・
地
質
構

造
）、
地
形
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

簿
冊
に
は
、
山
形
県
の
委
託
を
受
け

た
多
く
の
業
者
の
緻
密
な
調
査
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
お
お
よ
そ
四
つ

の
段
階
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
は

じ
め
に
、
現
場
の
「
地
表
調
査
」
や
「
地

質
精
査
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に

は
、
地
下
深
く
ボ
ー
リ
ン
グ
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
過
去
の
地
す
べ
り
の
被
害

の
有
無
や
以
前
の
調
査
記
録
も
細
か
く

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
「
運
動
状

況
調
査
」「
地
下
水
調
査
」
な
ど
が
記
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
調
査
を
通
し
て
、
そ
の

次
の
「
機
構
解
析
（
安
定
解
析
）
」(

地

す
べ
り
の
機
構
と
解
析)
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。「
運
動
状
況
調
査
」
と
は
、
土

地
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
け
、
一
日
平

均
の
変
動
量
や
傾
斜
ひ
ず
み
の
集
積
性
、

傾
斜
運
動
方
向
と
の
地
形
の
関
連
、
ま

た
、
経
年
地
盤
傾
斜
変
動
測
定
等
の
こ

と
で
、
何
年
も
か
け
様
々
な
面
か
ら
の

詳
し
い
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全

て
の
簿
冊
に
資
料
と
し
て
詳
し
い
デ
ー

タ
や
写
真
が
そ
の
ま
ま
添
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
「
機
構
解
析
」
を
も
と 

                  

に
し
て
、
最
後
に
「
防
止
工
法
の
検
討
」

や
「
将
来
計
画
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
山
形
県
で
は
、
な
ぜ
こ

の
時
期
に
一
斉
に
こ
の
よ
う
な
調
査
を

行
い
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
の
で
し
ょ

う
か
。「
昭
和
五
十
六
年
度 

地
す
べ
り

調
査
書
」
の
背
景
を
考
え
て
み
ま
す
。 

山
形
県
は
、
険
し
い
山
地
が
多
く
、

地
質
も
ほ
と
ん
ど
新
第
三
紀
の
堆
積
岩

お
よ
び
第
四
紀
の
堆
積
物
が
分
布
し
て 

                  

お
り
、
融
雪
時
や
集
中
豪
雨
時
に
お
い

て
は
、
昔
か
ら
多
く
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
て
き
ま
し
た
。 

資
料
②
の
写
真
は
、
一
九
七
四
（
昭

和
四
十
九
）
年
四
月
二
十
六
日
午
後
三

時
五
分
頃
に
起
き
た
「
大
蔵
村
赤
松
地

区
の
山
崩
れ
」
の
状
況
を
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
災
害
に
つ
い
て
、『
山
形

県
史
』（
第
七
巻 

現
代
編
下
）
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

〈
資
料
紹
介
〉 

 

「
昭
和
五
十
六
年
度 

 
 

地
す
べ
り
調
査
報
告
書
」 

⑥

⑥

⑥

資料① 「昭和５６年度 地すべり調査報告書」 

番号 簿冊名

1 昭和５６年度田の沢地すべり調査報告書

2 昭和５６年度大網地すべり防止対策機構調査委託報告書

3 昭和５６年度元屋敷地すべり調査報告書　昭和５６年１０月

4 昭和５６年度古槇地すべり調査委託報告書

5 昭和５６年度藤田沢地すべり調査報告書

6 昭和５６年度小玉川地すべり調査報告書　昭和５６年１０月

7 昭和５６年度足水中里地すべり調査報告書　昭和５６年１０月

8 昭和５６年度小滝地すべり調査報告書

9 昭和５６年度田麦俣地すべり調査報告書　昭和５６年１２月

10 昭和５６年度柳淵地すべり調査報告書

11 昭和５６年度（小国）小倉地すべり調査報告書　昭和５６年１０月

12 昭和５６年度実栗屋地すべり調査報告書

13 昭和５６年度温井地すべり調査報告書　昭和５６年９月

14 昭和５６年度小釿地すべり調査報告書

15 昭和５６年度（上山）小倉地すべり調査報告書

16 昭和５６年度与吾屋敷地すべり対策工事機構調査委託報告書

17 昭和５６年度工藤沢地すべり対策工事機構調査報告書　昭和５６年１２月

18 昭和５６年度中沢地すべり調査報告書

19 昭和５６年度桂欠地すべり調査報告書　昭和５６年１０月

20 昭和５６年度片倉地すべり調査報告書

21 昭和５６年度杉下地すべり対策工事機構調査委託報告書

22 昭和５６年度杉下地すべり対策工事機構調査委託現場写真集  



  

             

 

現
場
は
、
赤
松
小
学
校
の
南
に
位
置

し
、
七
六
戸
の
集
落
が
あ
り
、
崩
れ

た
の
は
松
山
と
い
う
標
高
一
八
一
Ｍ

の
山
で
、
集
落
か
ら
の
高
さ
は
お
よ

そ
一
〇
〇
ｍ
あ
り
、
幅
一
〇
〇
～
一

五
〇
ｍ
に
わ
た
り
崩
れ
落
ち
た
。(

略)

農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
留
守
を
し
て

い
た
老
人
や
子
ど
も
が
被
害
に
あ
い

火
災
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
発
生
し
た
。 

死
者
一
七
名
、
重
軽
傷
者
一
三
名
、

住
宅
全
壊
一
九
棟
、
半
壊
一
棟
、
非
住

宅
全
一
一
棟
、
他
に
水
田
、
畑
、
家
畜
、

水
道
施
設
な
ど
に
も
被
害
が
広
が
り
、

被
害
総
額
は
四
億
四
六
〇
〇
万
円
を
数 

 
 
 
 

え
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。 

（
同
年
四
月
三
十
日
現
在
） 

こ
の
災
害
の
原
因
に
つ
い 

て
は
、
当
初
か
ら
天
災
説
と 

   
 
  

人
災
説
の
二
通
り
に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
。 

資
料
③
は
、
山
形
県
か
ら

依
頼
さ
れ
た
大
蔵
村
赤
松
地

区
山
崩
れ
原
因
調
査
会
が
同

年
六
月
二
十
日
に
発
表
し
た

『
大
蔵
村
赤
松
地
区
山
崩
れ 

原
因
調
査
報
告
書
』
（
県
史
資
料
室
所

蔵
）
に
記
載
さ
れ
た
「
赤
松
崩
れ
発
生

要
因
相
関
図
」
で
す
。
報
告
書
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
崩
れ
発
生
に
関
連
す
る
事
象
の
連

関
―
今
回
の
山
崩
れ
発
生
に
関
す
る

要
因
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

概
念
図
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
図Ⅰ

―
６
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
に
記

入
し
た
内
容
に
は
、
地
質
学
・
地
球

物
理
学
・
森
林
工
学
な
ど
の
各
調
査

員
の
成
果
を
と
り
こ
ん
で
あ
り
、
討

論
や
教
示
を
い
た
だ
い
て
、
作
成
し

た
。
も
と
よ
り
、
事
象
そ
の
も
の
が
、

き
わ
め
て
複
雑
に
要
因
が
か
ら
み
あ

い
連
関
し
あ
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
一
応
「
多

因
子
重
合
型
」
の
災
害
と
し
て
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
略
）
今
回
の
山
崩
れ
の
直
接
的
な

原
因
は
本
年
の
異
常
気
象
で
あ
り
、

素
因
は
急
傾
斜
面
、
旧
地
す
べ
り
斜

面
、
軟
弱
で
水
分
を
含
み
や
す
い
岩

質
、
山
頂
部
の
亀
裂
の
存
在
な
ど
で

あ
る
。
な
お
、
今
回
の
山
崩
れ
は
、 

                    

旧
坑
道
と
は
直
接
的
に
は
無
関
係
で

あ
る
。
亜
炭
採
掘
が
今
回
の
山
崩
れ 

の
遠
因
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 
 

実
際
的
に
は
、
不
明
確
な
点
が
多
い
。 

こ
こ
で
は
、
天
災
と
の
判
断
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
遺
族
や
被

害
者
四
五
名
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
、 

 

                   

⑦ 

上 資料③ 図Ⅰ－６ 赤松崩れ発生要因相関図 

 

上 資料② 大蔵村赤松地区の山崩れ 

『山形県史』第七巻現代編下所収。 

 



  

赤
松
で
の
山
崩
れ
災
害
は
亜
炭
廃
鉱
の

放
置
が
山
崩
れ
の
原
因
の
人
災
で
あ
る

と
主
張
し
、
国
と
県
を
相
手
取
り
、
総

額
約
六
億
三
〇
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償

支
払
い
を
求
め
て
山
形
地
方
裁
判
所
に

提
訴
し
ま
し
た
。
裁
判
で
は
原
告
側
が
、

行
政
の
責
任
を
つ
い
た
の
に
対
し
、
被

告
の
国
・
県
側
は
地
滑
り
説
（
天
災
説
）

を
と
り
、
崩
壊
の
予
見
も
不
可
能
だ
っ

た
と
主
張
し
ま
し
た
。
五
三
回
に
の
ぼ

る
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
後
、
判
決
は
、

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
に
よ

う
や
く
出
さ
れ
ま
し
た
。「
大
蔵
村
山
崩

れ
災
害
訴
訟
判
決
書
」（
県
史
資
料
室
所

蔵
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

主
文 

一 

原
告
ら
の
請
求
を
い
ず

れ
も
棄
却
す
る
。 

二 

訴
訟
費
用

は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。 

(

略)

本
件
崩
壊
は
松
山
の
中
腹
を

亜
炭
採
掘
の
た
め
掘
削
し
た
こ
と

に
起
因
し
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。（
略
）
原
告
ら
の
本

訴
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い

か
ら
棄
却
す
る
こ
と
と
し
て
、
主

文
の
と
お
り
判
決
す
る
。 

山
崩
れ
は
亜
炭
採
掘
に
起
因
す
る
と

い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
予

見
の
点
で
国
・
県
に
違
法
行
為
は
な
く
、

直
接
賠
償
す
る
義
務
は
な
い
と
し
た
判

決
で
し
た
。 

そ
の
後
、
控
訴
は
断
念
さ
れ
、
判
決

は
確
定
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
こ
の
災

害
は
、
大
切
な
示
唆
を
私
た
ち
に
残
し

て
い
ま
す
。 

前
述
の
原
因
調
査
報
告
書
の
地
質
学

的
考
察
の
章
の
最
後
に
「
今
後
の
問
題

点
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
防
災
に
向

け
た
大
切
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑴
将
来
の
た
め
に
、
夾
亜
炭
層
の
含

水
層
（
主
と
し
て
砂
岩
）
の
土
質
力

学
的
な
実
験
値
を
つ
か
ん
で
お
く
必

要
が
あ
る
。
⑵
全
県
的
に
、
地
す
べ

り
地
域
を
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
⑶
特
に
亜

炭
採
掘
区
域
は
、
早
急
に
着
手
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
採
掘
し
施

業
案
の
図
面
を
公
開
し
て
も
ら
い
た

い
。
⑷
緊
急
を
要
す
る
地
域
は
、
一

／
一
〇
〇
〇
〇
以
下
の
航
空
写
真
を

準
備
す
べ
き
で
あ
る
。
⑸
農
林
部
門
、

土
木
部
門
、
地
す
べ
り
対
策
部
門
は

密
接
な
連
け
い
を
と
っ
て
対
策
を
す

す
め
る
べ
き
で
あ
る
。
⑹
危
険
が
せ

ま
っ
て
い
る
集
落
は
、
疎
開
す
べ
き

で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
出
来
な
け
れ

ば
、
四
月
中
、
お
よ
び
豪
雨
時
に
は

短
時
間
で
も
よ
い
か
ら
、
避
難
す
べ

き
で
あ
る
。 

ま
た
、
災
害
に
対
す
る
大
き
な
警
鐘

と
な
り
ま
し
た
。
県
は
そ
の
後
、
特
に

土
砂
災
害
防
止
に
関
し
て
早
急
に
以
下

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た
こ
と
が
「
山

形
県
史｣

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑴
危
険
箇
所
の
現
地
調
査
⑵
第
五
次

治
山
治
水
事
業
五
ヵ
年
計
画
の
策
定

（
県
地
域
防
災
計
画
の
全
面
修
正
な

ど
）
⑶
土
砂
災
害
防
止
工
事
の
推
進
、

⑷
地
す
べ
り
傾
斜
地
の
巡
視
、
⑸
危

険
区
域
内
住
宅
の
移
転
促
進
、
⑹
防

災
行
政
無
線
の
充
実 

昭
和
六
十
三
年
三
月
に
県
土
木
部
砂

防
課
の
出
し
た
「
山
形
県
の
地
す
べ
り
」

と
い
う
冊
子
に
よ
れ
ば
、
六
十
二
年
三

月
末
日
現
在
、
県
よ
り
一
四
七
箇
所
の

地
す
べ
り
防
止
区
域
、
五
二
〇
箇
所
の

地
す
べ
り
危
険
箇
所
の
指
定
を
受
け
、

集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
抑
制

工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
県
に
お
い
て
は
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
て
第
七
次
山
形
県
総
合
開
発

計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
主
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
豊

か
な
山
形
県
づ
く
り
」
そ
し
て
究
極

の
目
標
と
し
て
の
「
新
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
山
形
」
実
現
の
重
要
な
要
素
と
し

て
、
国
土
の
保
全
は
欠
か
せ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
以
上
の
観
点
か
ら
計

画
的
な
地
す
べ
り
対
策
事
業
を
図
っ

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

先
に
紹
介
し
た
「
昭
和
五
十
六
年
度 

地
す
べ
り
調
査
報
告
書
」
の
簿
冊
群
は
、

こ
う
し
た
一
連
の
山
形
県
の
課
題
と
県

政
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
災
害
と
の

戦
い
は
、
命
を
守
る
た
め
の
限
り
な
い

戦
い
で
す
。
昭
和
・
平
成
を
経
て
、
令

和
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
忘
れ
て
は
い

け
な
い
受
け
継
ぐ
べ
き
課
題
を
、
こ
れ

ら
の
資
料
が
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。 

          

⑧ 

山
形
県 
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史
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り 
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